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泻岸飛耿防止林の解析

昭如2‘5耳2冃•山形厩鶴岡営林善菅内浜申国有海岸恭耿防止林の前面の駄旭巳猿形防 

風坏の觀I］を行つ左隙こ・’秋田営株曷の應後を得二合為岸林の搦成と林内の厨の建勒を 

調查した能ある亦•合後為岸椭好参循となる物と叡られるので代礦果を速 

點勇次C馴る,

1. 調查箇价

附図第1図礴リW.この申I及び］［は安定し皿相を呈しBる朮 甜不安定な伏 

態I二あり•殊!こUlbは多竟の磴敬を林背に适り風上林綠は就欠後退しつ、ある呢伏である.

2. 藉湖止！榆面の毗の應

滑就历止林口籍こ皿さの前面に於ては敬宜はむ、/へのように申凹みになっていぐ 

・こゝは丁度ベンテユリ.ー營のような状態ぞ.己の背後の林繰は飛破のをめ匸侵蚀せられ

［廠次後強1つ、 ある。戒故防止林皿ガ現状を星して釆た呢因はこ砌m形渕ニある 

の成はな(価、と走えら页る。 • -

3(虽の水平並匚就分布

旭匕い1の風)水至分布を看える埸合Iこ二つC見方なある。•その一つは防風林入口の風 

觀:ごあり山％卽ち防風林人口と出口爾潮!の想数5瓦前看は林分と氏の 

何風林卽ダ・.分を福成する抹木の颱七掛飾も一つI二した線合的な凍風効果であリ、後者 

目主としア航のガげと樹幹の影書を示すものぐある。

祕"思株I ノ !!及ぴ!k共己丁歙、ら林の後飢向つ破勧56亂侦)る加ub



よる侵蝕のためIの姻下になって(.)る。海岸に於ける飛砌防止のた物こ枝ある很反以上 

の拈:の厚さが％要てあること芥これこよつマ淑』とら11ると鬼う。

次に掛冠配勖瞞吏あ砧.iは!!より下木太須出I彿K仰范の蝠密反が大 

きくなXX)る虫房2皺燧3層は!［よりも却って飜である,又M至つW各層 

共Iこ1及在0よりははるか匚低位匚另る。このことガら•「下木ア至下枝葉の存在志、風 

遞瞬退匚効果を,捋つものではある足 5よりも寧ろ正常な樹祕整〇方により大き() 

圖伤あるもののよう础る」と()うことカ:云えると思ち。

最後匚樹幹であるが.掛捽は風Iこ対するよつこそ朮自体風速・Iこ大女)診 

誓を特フものQ Iと!!を較べると、前百は後看より様齢mも胸(S!径合計も大没) 

刀:・言当りの粹］脚誕径は小さ()。勿論・林分の屈速蜒源は樹拎の狀態にの歹彫 

醬せられるものをはなく.樹冠も林分の厚さも下木も葢く効果因子とIOfiはるもの巫あ 

る瓜.こ'では一瘡伽)因孑の踏響を再えなUで、樹薛の如こ影響せらIIIるものとして再 

枠ると・上述の1と!!の比較カ、ら•胸高道缶合計にごほどの羌ガ:なG)場合にはぞの 

大ノ蛾リ毛1本当り毋!陶誕径の大爪の方ぬり多く風速鼬効果因子として作用する 

もの彭ることガ;!:カる。 " %

然し悟ら•IUは平均胸高道径はIワmでIの145よりも大きI)凡これは直後合昔 

匚於て.IkはIの％以下という凱I)距打丿或あるので間亂な5ず、又!駐では恒径 

合計も平太値径七共Iこ甚故座.:この林分の風速阻止作用の負弱さ芥•なるほどとうな吃け 

るので房る.

/

5.考案 ^ 、、、

こm尽けの育料で結論づけるわけにも行ガな。芥.、 このよう1こ放史来ると、浴岸飛破防 

止林の販虹次の諳鉱笛意すべさぞあること"えら焰。

の劣は林前号hの風速匚段べ侦•舞の後麴こ至るに従って風速力擔大し/()る..(第2.

3, 4M図参照)

!でほ風上林倒:2於ける風の室恒分布は第2図匚示すよう匚•下北半岛横浜海岸延向田 

氏が測定さ朮ナ纣の'ー3hの夫和こ妳!居り.林央匚於りろものは间じく5hに®T 
林緣Iこ於けるものは同じく25hの颊に似て()る。卽ちこ溯分由鼬の水至分而ガ 

らみ朮ば・抹分としての醜作用は大さく、防風拥eの就比は極めで小$あなカ"#; 

分内部Iこ於では疋ず3怨打.風下秫誅匸至るに徒场亂义)るものの.丸 

HQ40匚過ざなS従つ後の離艇効果I耽分Eく 融の:tii分布は,同下 

抹緣は拣央より志防風林の効果の湖1る形に近タ)て居り. tこIこ林分の後甥Fする幾 

分の危険在胎んでも)ると去える” * • -

aで！s第3図二禾すように•林分としての慈風住用はIよりイゝであるふ•風上林瀚エ: 

ける風の鎚分布は.河田氏測定の描滤备岸の圄下林钦直後の対I口仅頌居り.林央は1G 

I).風下赫昨hの夫;niz^y.)る。卽k磚分は林内の風速の灯分布我"招) 

ガらんビ毛おカ、るよう匚必内の風0阻止効果はカ、なり大きく•比鮫的安定した蟠匚あ 

ると考えら:nる. ,

DUでは秘図匚示すよう匚•林分全体としての遊風作用屯極めて小さく且林因の糸の 

水平分布は風下抹劄こ於n凱・)る以=q&9ス即ちこのめ力次姻礪止劾 

果は充分でなく -搔めて不安定な沃態こあるものと云える”

恥で日第质図吏示すよう匚林内の風の水平分布顷下に向っこ鄭乳々Cる(兄ニ 

1,14)。この状絢こ於?Zは飛砌こよる琳分の跡は急速に進行する-

4.林分の構成 ’

明B1漩刼ら愤よう応林分の厚さはI墉灯.Dはこ和こ近く、恥は砌こ



弟 1 表

林分 林分の厚端
LOWIKIO 繡 3时 
の构/直径合計

会ホ致
会］本岂リ 

卒为腳為書径
樹冠の客度％ 

.

1 1 4-8
cm

2,240 1 G 〇
cm

1 4
抽上w店 Sw-itm №-16 糾

! 78 1 GL L 2

u 1 3 〇 1,8 0G 8G 2 J
Jfi£G«JC ・】0価 ［叫-/4 m

) 〇8 1 38 "〇

皓 70 1,054 G2 1 7
世加幀 7m—以 m 12〇-虾

5 1 94 G

ib 55 1,。 1 G S7 11.6

’第2表,林内外の風速

諜’旱風速は国記大型ロビンソンI 〇分向の平肉

堆上［(Ilほビラム.撕冠中央・下！5共匚小型ロビンソンを用けた

測 貞
酒58中央 桐知下啄 W x 1 m

供準風通

W5图at % g比勿 風ふ飴 国鎖比勿 ©IS % 風速比/

/国勿 1.8 20 2,1 2 3 L8- 2 〇 5,6

* C2 2,4 24 2.3 2 2 ' 2,7 2 7 9-8

* C1 3,0 30 3.0 3厶 3,1 3 5 8-7

,lit ら9 G 9 • 7.〇
✓

84 4,2
拓

8.3

-h 1 1 3. 1 35 8.7

,3 4.G 40 1 1.3

,5 3,G 56 6,2

* Q
•

8.0 9G 6.3

<」)林分前茴伽虹!に着しし)割氏を生じて、特匚林の一郎匚砌习る侵蝕を生ビしの 

ないようIこすること・

(2) 林の厚さIこせ一定の限反が存任し.この展反以下•Wは歡政匚より侵飲せら】)ろ
ヽ F瞥

危険がある.

(3) 下木t効果を有ずるな,さガよりも抹自休の生長を促進して、肥大生長を入なら 

しめ且掬冠を整った形の七のIこすること,遅よし山このえめ匚は適炭の樹向冷 

建を蒔きせること・よI)の履はな()かと再える。

四



H

10 Hb

測 点
損务申択 相! 53下原 H3 上1 m

席粱風送 
%即速比％ ® a % 眼tst匕％ 1*I 通 ％ 風连比哭

林内L 2.0 22 2.8 3 2 1.2 1 3 3.7

,C2 2.0 27 2.7 3 G 3 G 49 7.3

* C1 2,1 26 3,1 3 S 4.3 5 3 9.0

・ 10- 5,G 24 迎 ! 〇 s & 3 ヮ2 8,7

一 h 1 5 9 8 1 6,2

♦ 3 G3 75 3.3

.• ら GO 90 G.G

・ Q 10.1 L 1 6 &5

■

撫車骚は汀線•自記大型口ピンソン

地上1Wはビラム.1〇 〇秋间宛2回の視測

測宾
元上!叩

樣腿應为 測4
勉上!OR

雄聲
風通光 嵐廷比の 風ii % SI®・匕％

70 3,18 4G 钮8 林内〇 •Z 38 6 9,6 1 0,6

54 2,83 3 9 •7.3 5
,C2 4.9 0 5 1.4 9.5

37 3G 1 G 5 S64 • C 1 5,9 9 G3.1 9.5

20 QCG G7 9.08 ,UT 6.2 2 并9 9.3

〇 6,3 5 76 B4O -115 1 0.39 1I猛 91

-h 1.2 らワ〇 76 8,9 1 ■

1 8' Q. 70 ] 〇 4 8,3 8

t
29 1 0,59 111 9,47

3 1 ! 〇,11 1 24 8,1 3
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第2図

_j坐

回ほの里座分布
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故倍の羸加代卒 払 の 晦



弟4図

枚倍の品时均尘



•林のI悔


